
明

治

末

期

に

ゐ

け

る

新

聞

産

業

一
、
は
じ
め
に |

|
地
方
新
聞
を
中
心
に
|
|

二
、
発
行
地
に
つ
い
て

A 

道
府
県
別
発
行
地
数

道
府
県
別
発
行
紙
数

新
開
発
行
地
数
、
紙
数
に
よ
る
道
府
県
の
類
型

類
型
に
つ
い
て
の
考
察

地
方
新
開
発
行
地
の
都
市
的
性
格

明治末期における新聞産業183 

四
、
む
す
び

B D C E 
、
新
聞
産
業
近
代
化
の
地
域
差
に
つ
い
て

A 

経
営
形
態

輪
転
機
の
普
及

建
頁
の
地
域
差

無
休
刊
の
実
施

B C D 

原

田

栄
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一
、
は
じ
め
に

わ
が
国
の
地
方
新
聞
①
は
、

明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
か
ら
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
に
か
け
て
、

各
府
県
が
政
策
の
告
知
と
文
明
開
化

の
目
的
で
、
直
接
も
し
く
は
保
護
奨
励
の
形
で
発
刊
さ
れ
た
の
が
出
発
点
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
発
刊
さ
れ
た
地
方
新
聞
は
、
明
治
一

0
年
代
に
は
、
自
由
民
権
の
高
揚
に
と
も
な
っ
て
、
政
論
新
聞
と
し
て
推
移

し
、
明
治
二

0
年
代
に
入
る
と
、
国
会
開
設
・
政
党
結
成
な
ど
と
関
連
し
て
、
政
党
機
関
紙
的
性
格
を
有
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ

た
@
oこ

の
間
、
鉄
道
の
開
通
・
電
信
の
発
達
な
ど
新
聞
産
業
の
基
盤
整
備
が
、
取
材
・
販
売
に
益
す
る
一
方
、
産
業
の
発
達
・
教
育
の
普
及

な
ど
に
よ
っ
て
、
新
聞
は
徐
徐
に
普
及
し
て
い
っ
た
が
、
普
及
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
の
は
、

日
清
・
日
露
両
戦
争
に
よ
る
報
道
の
希

求
と
供
給
で
あ
っ
た
o

す
な
わ
ち
、
新
聞
産
業
に
お
け
る
生
産
と
消
費
と
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

地
方
新
聞
も
ま
た
、
新
聞
産
業
全
般
の
推
移
に
対
応
し
な
が
ら
、
経
営
者
の
交
代
・
改
題
・
休
刊
な
ど
の
隆
替
を
く
り
か
え
し
、

日
露

戦
争
後
に
安
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
@
o

」
の
研
究
で
は
、
上
述
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど
り
、

明
治
四

0
年
代
(
一
九
O
七
|
一
九
三
一
)
に
発
行
さ
れ
て
い
た
地
方
新
聞
に
つ
い

て
、
発
行
地
・
経
営
形
態
・
印
刷
設
備
・
発
行
日
・
頁
数
な
ど
、
主
と
し
て
新
聞
の
形
態
面
を
と
り
あ
げ
、
明
治
末
期
に
お
け
る
新
聞
産

業
の
地
域
的
展
開
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
聞
産
業
の
地
理
学
的
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
産
業
の
生
産
に
相
当
す
る
新
開
発
行
に
つ
い
て
の
考
察
と
、
他
の
産
業
の
流
通
・

消
費
に
相
当
す
る
配
布
状
況
に
つ
い
て
の
考
察
の
二
面
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
配
布
に
つ
い
て
の
数
量
的
資
料
は
明
治
期
に
つ



い
て
は
皆
無
に
も
等
し
い
の
で
|
新
聞
社
の
分
布
を
中
心
と
し
た
新
開
発
行
に
限
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

な
お
、
こ
の
研
究
に
使
用
し
た
資
料
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

光
永
真
三
編
新
聞
名
鑑
一
九
O
九
日
本
電
報
通
信
社

「
国
民
雑
誌
」
連
載
地
方
新
聞
総
ま
く
り
一
九
一
一

t
一
一
一
(
明
治
文
化
資
料
叢
書

小
野
秀
雄
著
日
本
新
開
発
達
史
一
九
二
二
大
阪
毎
日
、
東
京
日
日
新
聞
社

日
本
新
聞
協
会
編
地
方
別
日
本
新
聞
史
一
九
六
一
日
本
新
聞
協
会

第
二
一
巻
新
聞
編
所
収

一
九
六
O

風
間
書
房
)

注
① 

わ
が
国
の
新
聞
は
、
東
京
大
阪
で
発
行
さ
れ
全
国
的
に
配
布
さ
れ
る
中
央
新
聞
と
、
各
地
で
発
行
さ
れ
比
較
的
狭
い
範
囲
に
配
布
さ
れ
る
地
方
新

聞
と
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
後
者
の
地
方
新
聞
に
つ
い
て
の
ベ
る
。

福
島
県
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
日
本
地
理
学
会
一
九
六
八
年
春
季
大
会
で
「
新
聞
産
業
の
地
域
的
展
開
l
明
治
前
半
期
の
福
島
県
の
場
合
」
と
し

て
発
表
し
た
。
要
旨
地
理
学
評
論
第
四
一
巻
第
六
号

小
野
秀
雄
日
本
新
開
発
達
史
一
九
二
二
大
阪
毎
日
、
東
京
日
日
新
聞
社

② 

明治末期における新聞産業

① 

一
三
六

1
三
六
O
頁

二
、
発
行
地
に
つ
い
て

第

1
図
は
、
明
治
四

O
年
(
一
九
O
七
)
か
ら
明
治
四
五
年
(
一
九
一
二
)
の
六
年
間
に
新
聞
を
発
行
し
た
土
地
を
、

前
記
資
料
に
も
と

づ
い
て
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
紙
数
は
、
六
年
間
を
通
し
て
継
続
的
に
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
と
途
中
で
創
刊
も
し
く

は
廃
刊
さ
れ
た
新
聞
を
も
含
め
た
の
で
、
実
数
で
は
な
く
延
数
に
な
っ
て
い
る
。

185 

延
二
五
三
の
地
方
新
聞
が
、

日
刊
紙
(
休
刊
日
を
お
い
た
も
の
も
多
い
が
)
と
し
て
一
一

O
の
発
行
地
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
の
が
、

明
治
末
期
に
お
け
る
わ
が
国
の
地
方
新
聞
産
業
の
姿
で
あ
っ
た
。
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知
・
三
重
の
三
県

四
発
行
地
l
山
形
・
広
島
の
二
県

0100 2∞仇

第1図

以
下
、
発
行
地
を
中
心

に
若
干
の
分
析
と
考
察
を

試
み
た
。

地方新聞の発行地 (1907"-'1912)

A 

道
府
県
別
発
行
地
数

二
O
の
発
行
地
を
道

府
県
別
に
み
る
と
、

Jコ
ぎ

の
よ
う
に
な
り
、
明
瞭
な

分
布
構
造
を
一
不
さ
な
い
に

し
で
も
、
中
部
・
近
畿
地

方
に
発
行
地
が
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

一
四
発
行
地
|
北
海
道

六
発
行
地

l
新
潟
・
福

岡
の
二
県

五
発
行
地
|
長
野
・
愛



発
行
地
|
秋
田
・
神
奈
川
・
富
山
・
和
歌
山
・
山
口
の
五
県

二
発
行
地
l
青
森
・
福
島
・
栃
木
・
群
馬
・
福
井
・
岐
阜
・
静
岡
・
京
都
・
兵
庫
・
鳥
取
・
香
川
・
愛
媛
・
佐
賀
・
長
崎
・
大
分
の
一

玉
県

一
発
行
地
|
岩
手
・
宮
城
・
茨
城
・
千
葉
・
埼
玉
・
石
川
・
山
梨
・
滋
賀
・
奈
良
・
島
根
・
岡
山
・
徳
島
・
高
知
・
熊
本
・
宮
崎
・
鹿

児
島
の
二
ハ
県

B 

道
府
県
別
発
行
紙
数

発
行
紙
数
に
つ
い
て
は
、
前
に
の
べ
た
よ
う
に
延
数
な
の
で
、
こ
こ
で
は
地
方
新
聞
産
業
の
大
勢
を
と
ら
え
る
た
め
に
あ
げ
る
こ
と
に

す
る
。二
紙
|
北
海
道

明治末期における新聞産業

一
二
紙
l
新
潟

二

紙

l
一
二
重
・
福
岡
(
一
一
県
)

一
O
紙
|
愛
知
・
山
形
(
二
県
)

九
紙
l
長
野
・
神
奈
川
(
一
一
県
)

八
紙
|
広
島

七
紙
|
群
馬
・
和
歌
山
・
長
崎
(
三
県
)

187 

六
紙
|
秋
田
・
佐
賀
(
二
県
)

五
紙
|
富
山
・
福
井
・
山
梨
・
兵
庫
・
山
口
・
愛
媛
・
熊
本
(
七
県
)
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第 1表新開発行地・紙数による道府県の類型

埼玉|

2 E 
高高児官崎島

岐 阜
宮千
葉城;11 

3 鳥 取
石滋高

香 JII 賀知

事栃静京
森島木 岩 手

4 
茨 城

分都岡
芦〆33、之 良

大
徳、 島

宮 山
E愛福E 井庫 熊山

梨
5 山 口 本

媛

手火 田 佐 賀
6 

和歌山 長 崎馬7 群 E 

島
8 I 

長 野 神奈川
9 

愛 知 山 形
10 

福 重
11 

新 j喝

12 

北海道
31 

Ml 14 6 5 4 3 2 1 



四
紙
l
青
森
・
岩
手
・
福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
静
岡
・
京
都
・
奈
良
・
徳
島
・
大
分
(
一

O
府
県
)

二
紙
|
宮
城
・
千
葉
・
石
川
・
岐
阜
・
滋
賀
・
鳥
取
・
香
川
・
高
知
(
八
県
)

二
紙
l
埼
玉
・
島
根
・
岡
山
・
宮
崎
・
鹿
児
島
(
五
県
)

C 

新
開
発
行
地
・
紙
数
に
よ
る
道
府
県
の
類
型

前
項
A
、
B
に
お
い
て
、
道
府
県
の
発
行
地
数
・
紙
数
を
中
心
に
み
て
き
た
が
、
こ
の
両
者
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
道
府
県
を
類

型
化
し
た
の
が
第
1
表
で
あ
る
。

第
I
類
型
は
、
発
行
地
(
三
以
上
)

い
わ
ば
新
聞
産
業
の
先
進
地
域
と
も
み
な
せ
る
地
域
で
、
北

-
紙
数
(
八
以
上
)
と
も
に
多
い
、

海
道
・
新
潟
・
福
岡
・
三
重
・
愛
知
・
山
形
・
長
野
・
神
奈
川
・
広
島
の
九
道
県
が
、
こ
の
類
型
に
入
る
。
こ
の
中
の
山
形
県
を
除
い
て

は
、
明
治
四
三
年
の
人
口
が
一

O
O万
人
以
上
①
で
あ
り
、

新
聞
産
業
と
人
口
と
の
関
連
の
深
さ
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
。

明治末期における新聞産業

第
E
類
型
は
、
発
行
地
一

l
三
・
紙
数
五

l
七
を
有
す
る
県
で
、
新
聞
産
業
の
中
進
地
域
と
も
称
す
べ
き
も
の
で
、
山
口
・
佐
賀
・
長

崎
・
兵
庫
・
熊
本
・
和
歌
山
・
愛
媛
の
西
南
日
本
の
七
県
と
、
秋
田
・
群
馬
・
富
山
・
福
井
・
山
梨
の
東
北
日
本
の
五
県
が
入
っ
て
い

る
。
こ
の
中
、
兵
庫
・
熊
本
の
二
県
は
人
口
一
二

O
万
以
上
を
有
し
て
い
る
が
、
他
の
一

O
県
は
一

O
O万
以
下
の
人
口
で
あ
っ
た
。

第
E
類
型
は
、
発
行
地
一

l
二
・
紙
数
二

t
四
を
有
す
る
新
聞
産
業
後
進
地
域
で
、
東
北
日
本
の
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨
城

-
栃
木
・
埼
玉
・
千
葉
・
石
川
・
岐
阜
・
静
岡
の
一
一
県
、
西
南
日
本
の
滋
賀
・
京
都
・
奈
良
・
鳥
取
・
島
根
・
岡
山
・
徳
島
・
香
川
・

高
知
・
大
分
・
宮
崎
・
鹿
児
島
の
一
二
県
が
入
っ
て
い
る
。
人
口
数
を
み
る
と
、
福
島
・
茨
城
・
埼
玉
・
千
葉
・
静
岡
・
京
都
・
岡
山
・

189 

鹿
児
島
を
除
い
て
は
何
れ
も
一

O
O万
以
下
の
県
で
あ
る
。

D 

類
型
に
つ
い
て
の
考
察
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新
聞
産
業
の
成
立
の
前
提
条
件
と
し
て
、
小
山
栄
三
は
、
川
定
住
人
口
の
存
在
、
こ
れ
は
一
定
の
地
表
上
に
一
定
の
交
通
密
度
に
お
い

て
人
口
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
、
聞
こ
の
人
口
基
体
が
一
定
の
交
通
関
係
の
最
小
限
度
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
二
つ
を
あ
げ

て
い
る
@
o

そ
こ
で
、
前
項
C
の
類
型
を
、
人
口
お
よ
び
面
積
と
の
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
、
人
口
の
多
い
と
こ
ろ
は
紙
数
も
多
い
と
の
仮
定
に
立

ち
、
さ
ら
に
面
積
の
広
い
と
こ
ろ
は
発
行
地
も
多
い
と
い
う
仮
定
で
考
察
を
進
め
る
。

第
2
表
は
、
人
口
・
面
積
と
類
型
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
道
府
県
を
人
口
の
多
少
面
積
の
広
狭
に
よ
っ
て

A
・
B
・
C
-

D
の
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
新
聞
産
業
の
状
態
を
発
行
地
数
・
紙
数
か
ら
み
た
類
型
を
あ
げ
る
と
、

よ
う
に
な
る
。

A
グ
ル
ー
プ
工
類
型

l
三

E
類
型

O

E
類
型
|
二

B
グ
ル
ー
プ
工
類
型
|
一
ニ

E
類
型
|
一
一

E
類
型
!
五

C
グ
ル
ー
プ
工
類
型
|
二

E
類
型

I
九

E
類
型
l
一一一一

D
グ
ル
ー
プ
工
類
型
i
一

E
類
型
l
一

E
類
型
l
三

前
に
の
ベ
た
仮
定
に
よ
り
、
各
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
類
型
の
妥
当
性
を
と
ら
え
、
そ
の
妥
当
性
か
ら
逸
脱
し
た
類
型
の
道
府
県
は
面
積

つ
ぎ
の

-
人
口
以
外
に
要
因
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

A
グ
ル
ー
プ
は
、
人
口
・
面
積
と
も
に
大
で
あ
る
の
で
、
発
行
地
数
・
紙
数
と
も
に
多
い
第
1
類
型
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
北
海

道
・
新
潟
・
長
野
な
ど
は
第
工
類
型
に
入
り
、
人
口
面
積
か
ら
考
え
て
も
そ
の
妥
当
性
が
首
肯
さ
れ
る
が
、
福
島
県
の
場
合
は
福
島
市
・
若

松
市
の
二
発
行
地
で
そ
れ
ぞ
れ
三
紙
・
一
紙
の
発
行
が
み
ら
れ
た
の
は
、
新
し
い
政
治
経
済
の
中
心
地
と
し
て
福
島
市
が
興
隆
し
そ
こ
に

新
聞
産
業
が
集
中
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

さ
ら
に
会
津
藩
の
勢
力
が
残
存
し
て
お
り
、
小
藩
分
立
と
交
通
系
統
の
集
中
が
み
ら
れ
な
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第2表人口・面積と新聞産業の類型

万げ |⑧1 1 1 1 1 1 j~~1 (C) 1 1 1 1韻|
0.3 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1鳥取

0.4 1 1 1 1 1 1 1埼玉 |吋 1 'li~1福井|時
0.5 1仲間1 1 1 1吋 瑚 1 1 1 1間|
6 1 1 1 1 1 1 1茨城 :lii!喜劇大分1 1滋賀l

7 1 1 1 1 1 1 1醇 1 1 1中根|高知|宮崎

8 1明 1 1広島1 1吋 1_11111 

~-I 1 1 1 1 I 医児 1 ト形I--r;森I1
。1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 |岐阜1 1悶 1 1 1 

2 i 1 1 1 I I 1 I 1 I I 1 1 

3 1吋 1 I ¥ 1 1福島 1 1 1 1 1 

4 1 1 1 1 1 1吋 1 1 1 I 1 

13上|⑧1 1 1 臨海1 1 I@I 1 1岩手1 1 

τ二J14T1170|判山!山 110卜001901 801 701 60150文
1) 人口は明治43年(1910) 藤岡編・日本歴史地理ハシドブック 214~215頁によ

る

2) ⑧~⑬は人口・面積による類型

3) 県名ー第I類型県名・第E類型県名第E類型(第1表参照)
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ぃ
、
県
域
の
統
一
性
の
欠
如
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
③
O

鹿
児
島
の
場
合
は
、
鹿
児
島
市
が
藩
政
の
中
心
か
ら
新
し
い
政
治
経

済
の
中
心
に
そ
の
ま
ま
転
移
し
、

し
か
も
全
県
の
交
通
中
心
に
あ
る
こ
と
が
、

一
発
行
地
二
紙
と
い
う
後
進
的
状
態
を
現
出
し
て
い
る
。

(
市
を
付
し
た
と
こ
ろ
は
明
治
四
五
年
ま
で
に
市
制
を
施
行
し
て
い
る
。
)

ま
た
、
長
野
県
・
新
潟
県
の
場
合
は
人
口
の
多
い
こ
と
は
勿
論
新
聞
産
業
に
関
与
す
る
が
、
新
潟
で
は
高
田
市
・
長
岡
市
な
ど
藩
政
の

中
心
と
新
興
の
新
潟
市
が
広
面
積
に
等
距
離
に
分
布
し
、
白
か
ら
配
布
範
囲
を
限
っ
た
こ
と
が
当
時
の
輸
送
条
件
か
ら
考
え
ら
れ
る
o

長

野
県
も
、
地
形
的
要
因
と
上
田
・
松
本
市
・
飯
田
の
藩
政
の
中
心
と
の
関
係
か
ら
の
発
行
地
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
北
海
道
の
場
合
は
、

新
し
い
都
市
に
新
聞
産
業
が
進
展
し
て
小
樽
市
・
札
幌
市
の
競
争
、
旭
川
・
帯
広
・
函
館
市
・
釧
路
・
室
蘭
な
ど
で
そ
の
地
方
中
心
的
位

置
を
利
用
し
て
い
た
。

(
石
川
啄
木
の
函
館
・
釧
路
で
の
新
聞
社
生
活
、
が
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
)

さ
ら
に
、
北
海
道
・
長
野
県
・
新
潟
県
は
、
中
央
新
聞
が
地
方
進
出
を
試
み
て
も
、
輸
送
距
離
・
輸
送
時
間
の
点
か
ら
、
中
央
新
聞
の

圏
外
に
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
地
域
の
新
聞
産
業
の
発
達
に
益
し
た
こ
と
も
否
め
な
い
の
で
あ
る
。

B
グ
ル
ー
プ
は
、
人
口
は
多
い
が
面
積
は
狭
い
と
い
う
新
聞
産
業
の
前
提
条
件
を
も
っ
地
域
で
あ
る
o

広
島
県
・
福
岡
県
・
愛
知
県
は

と
も
に
一
五

O
万
以
上
の
人
口
を
有
し
て
お
り
、
鉄
道
の
普
及
が
輸
送
を
円
滑
す
る
一
方
、
広
島
県
の
場
合
は
広
島
市
・
呉
市
が
政
治
・

軍
事
の
機
能
を
も
ち
、
広
島
県
が
旧
藩
領
を
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
ぎ
県
政
地
域
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
人
口
の
多
さ
と
関
連
し
て
新
聞
産
業

を
発
達
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
o

福
岡
県
の
場
合
は
、
す
で
に
こ
の
期
に
小
倉
・
門
司
・
福
岡
・
久
留
米
が
市
制
を
し
き
、
都
市
活
動
が

活
穫
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
愛
知
県
で
は
、
名
古
屋
が
藩
政
中
心
地
の
上
に
人
口
を
集
積
し
県
政
の
中
心
と
な
り
、

岡
崎
・
豊
橋
が
新
開
発
行
を
し
て
い
て
第
王
類
型
に
入
っ
て
い
る
o

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
第
五
類
型
に
属
す
る
兵
庫
県
は
人
口
で
は
一
九
五
万
で
あ
る
が
、
大
阪
の
中
央
の
新
開
発
行
地
に
隣
接
す
る
位
置
条



件
か
ら
、
大
阪
新
聞
産
業
の
勢
力
圏
@
に
包
含
さ
れ
る
故
に
中
進
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
類
型
の
熊
本
県
は
熊
本
市
で
五
紙
の
発

行
を
み
て
特
異
な
存
在
で
あ
る
、
が
、
熊
本
藩
領
が
そ
の
ま
ま
熊
本
県
と
な
り
、
藩
政
中
心
地
熊
本
が
県
政
の
中
心
に
転
移
し
、
師
団
が
設

置
さ
れ
た
都
市
的
性
格
が
関
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
E
類
型
の
埼
玉
・
千
葉
の
二
県
は
、
藩
政
基
盤
が
な
く
新
し
く
浦
和
・
千
葉
市
が
県
政
中
心
と
な
り
、

し
か
も
東
京
の
中
央
新
聞
の

勢
力
圏
内
@
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

岡
山
県
は
こ
の
期
で
す
で
に
安
定
し
た
新
聞
産
業
を
展
開
し
て
お
り
@
、

創
刊
が
み

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
静
岡
県
は
徐
徐
に
中
央
新
聞
の
勢
力
圏
⑦
に
入
り
つ
つ
あ
っ
て
後
進
的
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

茨
城
県
は

水
戸
中
心
の
新
聞
産
業
が
展
開
さ
れ
、
水
戸
藩
が
基
盤
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

C
グ
ル
ー
プ
は
、
人
口
・
面
積
と
も
に
小
の
地
域
で
あ
る
が
、
神
奈
川
県
が
人
口
一
一

O
万
を
有
し
、
横
浜
市
の
港
湾
都
市
、
横
須
賀

東
京
中
央
新
聞
の
勢
力
下
@
に
あ
り
な
が
ら
独
自
の
勢
力
圏
を
得
て
第
I
類
型
に
入
っ
て
い
る
。

市
の
軍
港
都
市
的
性
格
が
、

三
重
県

明治末期における新聞産業

も

宇
治
山
田
市
・
津
市
・
四
日
市
市
(
い
ず
れ
も
明
治
四
五
年
ま
で
に
市
制
施
行
)
・
松
阪
・
桑
名
な
ど
過
去
に
人
口
を
集
積
し
た
都

市
を
中
心
に
新
聞
が
発
行
さ
れ
て
い
て
第
I
類
型
に
な
っ
て
い
る
o

こ
の
二
県
の
場
合
は
新
聞
産
業
の
根
底
に
あ
る
人
口
を
考
慮
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
o

第
豆
類
型
で
は
、
富
山
・
和
歌
山
・
山
口
の
三
県
が
三
発
行
地
を
、
旧
藩
政
中
心
地
や
新
興
都
市
(
例
え
ば
高
岡
市
・
田
辺
・
下
関
市

-
新
宮
な
ど
)
に
お
き
、
交
通
系
統
と
関
連
し
て
新
聞
産
業
を
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
福
井
県
に
は
、
福
井
市
と
敦
賀
・
愛
媛
県
で
は

松
山
市
と
宇
和
島
、
佐
賀
県
で
は
佐
賀
市
と
唐
津
、
群
馬
県
で
は
前
橋
市
と
高
崎
市
、
長
崎
県
で
は
長
崎
市
と
佐
世
保
市
と
い
う
よ
う
に
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ほ
ぼ
同
格
の
都
市
に
お
い
て
競
争
的
に
新
聞
産
業
が
営
ま
れ
て
い
た
。
山
梨
県
で
は
甲
府
が
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
安
定
し
た
新
聞
経
営

が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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第
E
類
型
は
、
少
人
口
・
小
面
積
の
県
が
多
く
C
グ
ル
ー
プ
に
妥
当
性
の
強
い
類
型
と
み
な
せ
る
が
、

一
二
県
の
中
、
宮
城
・
高
知
・

鳥
取
・
石
川
・
徳
島
の
五
県
は
、
藩
政
領
域
が
そ
の
ま
ま
県
域
に
な
り
、
中
心
地
が
変
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
新
聞
産
業
に
影
響
し
た
と
考

え
ら
れ
る
o

栃
木
・
島
根
・
香
川
は
三
県
の
藩
政
地
域
と
県
政
地
域
の
大
体
の
一
致
が
新
聞
産
業
の
人
口
的
・
生
活
圏
的
基
盤
を
な
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
反
し
、

滋
賀
・
奈
良
・
大
分
・
宮
崎
の
四
県
は
、
藩
政
時
代
の
中
心
と
は
別
箇
に
県
政
中
心
が
設
け
ら

れ
、
地
域
的
ま
と
ま
り
が
な
か
っ
た
こ
と
に
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
滋
賀
・
奈
良
県
は
大
阪
新
聞
の
勢
力
圏
下
に
あ
っ
た
こ
と
も
見

逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。

D
グ
ル
ー
プ
は
、
面
積
は
広
い
が
人
口
は
少
な
い
地
域
で
あ
る
o

山
形
県
の
場
合
は
、
藩
政
時
代
の
山
形
・
米
沢
・
鶴
岡
な
ど
の
中
心

が
地
形
単
位
と
関
連
し
て
分
布
し
て
お
り
、
そ
れ
が
新
開
発
行
地
を
形
成
し
て
い
た
の
で
第
工
類
型
に
な
っ
て
い
る
o

ま
た
秋
田
県
が
第

豆
類
型
に
あ
る
の
は
、

秋
田
市
が
藩
政
中
心
か
ら
県
政
中
心
に
転
移
し
四
紙
を
発
行
し
な
が
ら
も
、

横
手
・
能
代
に
発
行
地
を
有
し
た

か
ら
で
あ
る
。
青
森
県
は
、
藩
政
中
心
で
軍
事
都
市
と
な
っ
た
弘
前
市
と
県
政
の
中
心
地
青
森
市
と
で
そ
れ
ぞ
れ
二
紙
の
発
行
を
み
て
い

た
。
岩
手
県
で
は
盛
岡
市
が
藩
政
地
域
を
そ
の
ま
ま
県
政
地
域
に
受
け
つ
ぎ
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
点
に
面
積
の
広
さ
だ
け
で
解
釈
の

つ
か
な
い
面
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
岐
阜
県
で
は
す
で
に
名
古
屋
発
行
の
新
聞
の
進
出
を
み
@
、

後
進
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

」
の
よ
う
に
、
明
治
末
期
の
地
方
新
聞
産
業
は
、

一
面
で
は
人
口
の
多
少
と
関
係
し
、
他
面
で
は
面
積
の
広
狭
と
関
連
し
な
が
ら
も
、

そ
の
地
域
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

府
県
域
の
歴
史
的
編
成
基
盤
と
も
い
う
べ
き
藩
政
地
域
と
の
関
連
が
存
在
す
る
こ
と
が
漠
然
と
で
は
あ
る
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、

全
県
一
大
藩
の
岩
手
県
・
石
川
県
・
高
知
県
・
徳
島
県
な
ど
は
一
発
行
地
を
維
持
し
て
い
る
の
に
対
し
、
山
形
県
・
長
野
県
・
新
潟
県
な

ど
ほ
ぼ
互
絡
の
藩
政
地
域
の
合
併
し
た
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
説
中
心
地
が
新
開
発
行
地
に
な
っ
て
お
り
、
歴
史
的
条
件
の
考
察
の



必
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
地
方
新
聞
に
と
っ
て
は
、
競
争
相
手
で
あ
る
中
央
新
聞
の
進
出
に
よ
っ
て
、
蚕
食
さ
れ
て
き
て
い
る
地
域
、
例
え
ば
、
千
葉
県

-
埼
玉
県
・
奈
良
県
・
京
都
府
な
ど
の
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
な
く
℃
は
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
府
県
は
か
つ
て
大
藩
も
な
く

新
し
い
県
政
中
心
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
歴
史
的
事
情
も
あ
る
が
、
東
京
・
大
阪
に
隣
接
し
て
い
る
地
理
的
位
置
を
重
視
し
た
方
が
よ
い

と
考
え
る
。

つ
ぎ
に
、
交
通
系
統
を
考
慮
す
べ
き
で
、
岩
手
県
・
山
梨
県
・
茨
城
県
・
熊
本
県
の
よ
う
に
そ
の
発
行
地
が
県
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
場
合
と
、
福
島
県
・
長
野
県
・
和
歌
山
県
・
山
形
県
・
愛
知
県
な
ど
の
よ
う
に
県
政
中
心
が
偏
在
す
る
場
合
と
で
は
発
行
地
数
の
上

で
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。

以
上
、
地
方
新
聞
の
成
立
し
て
い
る
基
盤
を
と
ら
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、

一
発
行
地
に
数
紙
が
存
在
し
て
い
た
の
は
、
漸
く
政
党
活
動

明治末期における新聞産業

が
活
発
に
な
り
、
政
友
・
非
政
友
・
憲
政
な
ど
の
諸
派
が
そ
れ
ぞ
れ
新
聞
を
発
行
⑬
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
企

業
的
・
営
業
的
段
階
に
入
っ
た
@
こ
の
時
期
の
地
方
新
聞
は
同
一
発
行
地
で
そ
れ
ぞ
れ
対
立
紙
と
競
争
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
⑫
O

E 

地
方
新
開
発
行
地
の
都
市
的
性
格

こ
の
期
に
お
け
る
地
方
新
聞
の
発
行
地
は
、
東
京
・
大
阪
の
中
央
新
開
発
行
地
を
除
い
て
一
一

O
に
お
よ
ぶ
が
、
そ
の
都
市
的
性
格
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

道
府
県
庁
所
在
地
が
地
方
新
開
発
行
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
山
口
が
こ
の
期
で
は
市
制
も
施
行
せ
ず
一
紙
だ
け
の
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発
行
で
、
下
関
市
が
三
紙
を
有
し
、
こ
れ
に
代
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
新
聞
産
業
に
も
影
響
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
都
市
は
そ
の
多
く
が
、
城
下
町
に
起
源
を
有
し
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
末
期
に
お
け
る
新
開
発
行
地
は
そ
の
都
市
的



196 

発
達
の
上
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
中
で
も
同
格
の
城
下
町
が
県
内
に
あ
る
場
合
は
山
形
県
・
新
潟
県
・
愛
媛
県
・
福
岡
県
な
ど
の
よ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
で
新
開
発
行
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
新
興
都
市
と
し
て
重
き
を
な
し
て
き
た
都
市
で
新
開
発
行
を
み
た
の
は
、
軍
事
都
市
で
あ
る
。

師
団
所
在
地
で
あ
っ
た
旭
川
の
場
合
を
み
る
と
、
明
治
三
四
年
四
月
(
一
九
O
一
)
師
団
が
設
置
さ
れ
、
(
こ
れ
と
前
後
し
て
、

同
年

月
創
刊
さ
れ
た
「
北
海
旭
新
聞
」
が
日
刊
化
し
、
同
年
九
月
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
が
旭
川
支
局
を
開
設
し
て
い
る
こ
と
や
、
明
治
三
八
年

(
一
九
O
五
)
四
月
日
露
戦
争
最
中
に

「
上
川
新
聞
」
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
事
実
は
軍
都
旭
川
と
新
聞
産
業
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

み
ず
ま

ま
た
、
久
留
米
市
の
場
合
は
、
城
下
町
で
明
治
五
年
に
は
三
瀦
県
庁
所
在
地
と
し
て
「
三
瀦
県
新
聞
」
の
発
刊
を
み
た
が
、
明
治
三
一

年
(
一
八
九
八
)
第
一
二
師
団
が
お
か
れ
る
と
「
開
国
新
聞
」

(
後
に
筑
後
新
聞
と
明
治
三
九
年
に
改
題
)

の
発
刊
、

明
治
四
一
年
三

九
O
八
)
第
一
八
師
団
が
お
か
れ
る
と
「
九
州
毎
日
」
が
発
刊
さ
れ
て
い
た
@
o
こ
の
時
、
福
岡
市
の
「
福
岡
日
日
」
が
久
留
米
に
支
局

を
開
設
し
た
@
の
も
、
都
市
的
性
格
の
変
化
に
と
も
な
う
新
聞
産
業
の
進
出
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

今
、
試
み
に
軍
都
と
新
聞
産
業
と
の
関
係
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
明
治
=
二
年
(
一
八
九
八
)
弘
前
に
第
八
師
団
の
設
置
と
同
時
期
に

「
北
辰
日
報
」
が
発
刊
@
さ
れ
、
青
森
の
「
東
奥
日
報
」
が
弘
前
支
局
を
開
設
@
し
た
こ
と
、

明
治
三
八
年
(
一
九
O
九
)
新
潟
県
高
田
に

第
一
三
師
団
設
置
の
年
の
コ
品
田
日
報
」
の
創
刊
、
横
須
賀
に
お
け
る
明
治
四

O
年

三

九
O
七
)
の
「
横
須
賀
軍
港
新
聞
」

の
創
刊
、

呉
に
お
け
る
明
治
三
六
年
三
九
O
三
)
の
「
呉
毎
日
新
聞
」
、
同
三
九
年
三
九
O
六
)
の
「
呉
公
論
」
、
同
四
二
年
(
一
九
O
九
)
の
「
呉

日
日
新
聞
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
創
刊
、

佐
世
保
に
お
け
る
明
治
三
六
年
(
一
九
O
一
二
)
の

「
佐
世
保
新
報
」
、

同
三
七
年
(
一
九
O
四
)
の

「
佐
世
保
軍
港
新
聞
」
の
創
刊
な
ど
の
よ
う
に
鎮
守
府
所
在
地
で
は
日
露
戦
争
前
後
に
新
聞
の
発
行
が
み
ら
れ
、
軍
港
と
し
て
の
都
市
的



性
格
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
期
の
新
開
発
行
地
と
し
て
、
あ
げ
ら
れ
る
他
の
都
市
的
性
格
に
産
業
都
市
が
あ
げ
ら
れ
る
。

北
海
道
に
お
け
る
函
館
市
(
三
紙
発
行
)
、
小
樽
市
(
五
紙
)
、
釧
路
(
一
一
紙
)
な
ど
の
港
湾
都
市
、
倶
知
安
(
一
紙
)
、
室
蘭
(
一
一
紙
)

な
ど
の
鉱
工
業
都
市
の
よ
う
に
漸
く
発
達
し
て
き
た
産
業
都
市
が
新
開
発
行
地
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
っ
た
。

足
利
・
上
諏
訪
・
四
日
市
・
一
宮
な
ど
の
繊
維
工
業
都
市
、
相
川
・
大
牟
田
・
直
方
の
鉱
業
都
市
な
ど
も
産
業
都
市
に
お
け
る
新
開
発

行
の
例
で
あ
っ
た
。

山
栄

t土

「
近
代
新
聞
の
発
達
は
都
市
の
発
達
と
相
関
し
、
都
市
内
部
の
新
聞
(
社
)
所
在
地
は
一
場
所
の
経
営
位
置
と
し
て
の

適
否
性
の
変
化
に
よ
っ
て
定
ま
る
@
」
と
し
て
、
新
開
発
行
地
に
つ
い
て
論
述
じ
て
い
る
が
、

明
治
末
期
の
わ
が
国
地
方
新
聞
の
発
行
地

の
都
市
的
性
格
と
し
て
は
、
旧
城
下
町
が
人
口
集
積
の
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
地
方
の
中
心
と
し
て
近
代
化
し
て
新
開
発
行
を
行
な
っ
た

明治末期における新聞産業

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

日
本
経
済
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
成
長
し
た
産
業
都
市
、
軍
備
の
充
実
に
と
も
な
う
軍
事
都
市
な
ど
の

新
興
都
市
で
の
新
開
発
行
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

2主

大
明
堂

藤
岡
謙
二
郎
日
本
歴
史
地
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
-
九
六
七

小
山
栄
三
新
聞
社
会
学
一
九
五
四
有
斐
関
四
頁

福
島
県
の
新
聞
産
業
に
つ
い
て
は
、
日
本
地
理
学
会
一
九
六
八
年
お
よ
び
一
九
六
九
年
春
季
大
会
で
発
表
し
た
。
要
旨

一
巻
第
六
号
お
よ
び
第
四
二
巻
第
七
号

「
大
阪
毎
日
」
「
大
阪
朝
日
」
が
明
治
三
三
年

③②①  

二
一
四

t
一
二
五
頁
に
よ
る
。

地
理
学
評
論

第
四
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頃
か
ら
、

「
兵
庫
付
録
」
「
神
戸
付
録
」
を
発
行
し
て
兵
庫
県
に
進
出
し
て
い

@ 

(
一
九
O
O
)
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⑫⑫⑫@⑫⑬⑫⑪⑬①@①⑥⑤  

た
。
原
田
栄

(
一
九
六
八
)

「
国
民
新
聞
」
が
明
治
四
O
年
に
こ
の
県
に
地
方
版
を
お
く
り
「
報
知
」
「
東
京
朝
日
」
「
東
京
日
日
」
が
こ
れ
に
追
随
し
た
。
@
に
同
じ
資
料

山
陽
新
聞
社
山
陽
新
聞
八
十
五
年
史
一
九
五
九
山
陽
新
聞
社
六
二

1
六
七
頁

日
本
新
聞
協
会
地
方
別
日
本
新
聞
史
一
九
六
一
日
本
新
聞
協
会
二
五
三

l
二
五
四
頁

同
右
一
六
八
頁

同
右
二
三
八
頁

西
田
長
寿
明
治
時
代
の
新
聞
と
雑
誌
一
九
六
六
至
文
堂
二
四
九
l
二
五
八
頁

山
本
文
雄
日
本
新
開
発
達
史
一
九
四
四
伊
藤
書
庖
一
九
九

t
二
三

O
頁

例
え
ば
、
福
島
県
で
は
、
福
島
民
報
と
福
島
民
友
新
聞
、
そ
れ
に
福
島
新
聞
が
あ
ら
ゆ
る
面
で
競
争
し
て
い
た
。

渡
辺
一
雄
北
海
道
新
聞
二
十
年
史
一
九
六
四
北
海
道
新
聞
社
二
四

t
二
五
頁

⑦
に
同
じ
四
四
三
頁

西
日
本
新
聞
社
西
日
本
新
聞
社
史
一
九
五
一

⑦
に
同
じ
一
六
頁

伊
藤
徳
一
東
奥
日
報
と
明
治
時
代
一
九
五
八

小
山
栄
三
新
聞
社
会
学
一
九
五
一
有
斐
閣

日
本
に
お
け
る
新
聞
の
地
方
版
設
置
と
全
国
新
聞
の
成
立

l
新
聞
産
業
の
地
域
的
展
開

福
島
高
専
紀
要

第
五
巻
第
一
号

西
日
本
新
聞
略
年
表

西
日
本
新
聞
社

一
五
頁

東
奥
日
報
社
四
五
二
頁

二
四
九

t
二
六
五
頁

、
新
聞
産
業
近
代
化
の
地
域
差
に
つ
い
て

「
世
界
各
国
の
新
聞
が
戦
争
毎
に
大
発
展
し
た
こ
と
は
世
界
新
聞
史
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
本
邦
の
新
聞
も
ま
た
日
清
日
露
の

大
戦
に
よ
っ
て
飛
躍
的
大
発
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
市
も
こ
れ
は
単
な
る
発
展
に
あ
ら
ず
し
て
新
聞
内
部
の
構
造
に
お
け
る
質
的
変
化

を
伴
っ
た
の
で
あ
る
。
新
聞
の
作
製
目
的
を
営
利
に
お
く
と
こ
ろ
の
所
謂
一
般
新
聞
|
新
聞
の
商
品
化
ー
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
時
よ
り



本
邦
新
聞
は
初
め
て
近
代
的
意
義
に
お
け
る
新
聞
の
企
業
化
の
形
態
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
」
①
と
の
指
摘
は
一
般

的
に
容
認
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
新
聞
産
業
近
代
化
の
地
域
的
展
開
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
以
下
の
考
察
を
行
な
っ
た
。

明治末期における新聞産業

ノ
ノ
/ 
/ 

/ 
ノ
/ 

-ー一一一一一一一ノ
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多

地
域
差
を
端
的
に
と

ら
え
る
た
め
に
発
行
地

を
中
心
に
み
て
、
新
聞

O 100 2oc仇

経営形態輪転機の普及(1907-1920)

A しをれ
た代を
。表も
さっ
せて
るそ
この
と地
に域

社
が
二
社
以
上
あ
る
場

合
で
も
、

一
社
に
近
代

化
の
事
実
が
あ
れ
ば
そ

経
営
形
態

山
本
文
雄
は
、
新
聞

第2図

商産
芽業
をの
資
明本
治主
二義
O 化
年の

三
八
八
七
)
頃
と
み

な
し
、
株
式
組
織
を
と
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っ
た
時
期
を
大
正
期
と
み
な
し
て
い
る
@
、
そ
れ
は
、
中
央
新
聞
の
場
合
の
よ
う
で
あ
る

(
例
え
ば
明
治
四
二
年
の
東
京
の
新
聞
一
七
紙

の
中
、
個
人
所
有
が
一
O
、
匿
名
一
、
合
資
四
、
合
名
二
で
株
式
は
な
く
、
大
阪
で
は
四
紙
の
中
、
個
人
一
、
合
資
三
で
こ
こ
に
も
株
式

は
な
い
@
)
0

と
こ
ろ
が
、
地
方
新
間
に
あ
っ
て
は
、
第
2
図
に
み
る
よ
う
に
、
会
社
・
組
合
組
織
の
も
の
が
こ
の
期
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、

二
O
の
発
行
地
中
、

五
七
が
個
人
経
営
(
第
2
図
で
は
記
載
を
省
略
し
た
)

で
、
五
三
が
非
個
人
経
営
で
あ
っ
た
(
全
発
行
地

の
四
八
・
一
括
)
0
そ
の
中
の
二
五
(
全
体
の
二
二
・
七
%
)
は
株
式
組
織
を
と
っ
て
い
た
。

株
式
・
合
名
・
合
資
・
匿
名
・
組
合
な
ど
の
非
個
人
経
営
の
地
方
別
分
布
を
み
る
と
、

四
国
地
方
が
六
発
行
地
中
五
で
最
も
高
く
(
八

二
了
一
二
%
)
、

O
%
)
の
関
東
地
方
、

つ
い
で
二
七
中
一
九
(
七
0
・
三
%
)

の
中
部
地
方
、

一
三
中
九
(
六
九
・
二
%
)

の
東
北
地
方
、

一
O
一
中
五
(
五
O

一
五
中
六
(
四
0
・
0
%
)

の
九
州
地
方
の
順
に
高
く
、
北
海
道
・
近
畿
地
方
・
中
園
地
方
な
ど
は
こ
O
%
台
で

低
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
分
布
傾
向
に
つ
い
て
は
、
資
金
の
調
達
と
い
う
点
か
ら
の
解
釈
が
な
り
た
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
資
本
蓄
積
の
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
地
域
の
東
京
・
大
阪
・
近
畿
地
方
・
中
園
地
方
・
北
海
道
で
は
個
人
所
有
が
多
く
な

っ
て
お
り
、

一方、

四
国
地
方
・
中
部
地
方
・
関
東
地
方
・
東
北
地
方
な
ど
で
は
資
金
面
の
不
足
を
会
社
組
織
に
よ
っ
て
充
足
し
て
い
た

ょ
う
で
あ
る
。

会
社
組
織
化
の
具
体
的
事
例
を
二
三
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

「
高
知
新
聞
」
の
場
合
は
、

「
創
刊
当
時
(
明
治
三
七
年
)
支
援
者
は
一
株
二
五
銭
を
単
位
と
し
て
応
分
の
資
を
投
じ
た
。
い
わ
ゆ
る

匿
名
組
合
で
、
表
面
は
個
人
名
義
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
経
営
宜
し
き
を
得
て
次
第
に
読
者
も
増
加
す
る
し
、
社
の
基
礎
も
安
定
し
た
の



で
、
八
年
目
の
大
正
元
年
(
一
九
一
二
)
十
一
月
に
は
合
資
会
社
に
切
替
え
た
④
」
と
あ
る
。

「
信
濃
毎
日
新
聞
」
は
「
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
個
人
経
営
と
し
て
創
刊
せ
ら
れ
、
爾
来
幾
多
の
困
難
を
排
し
て
事
業
を
維
持
し
、

二
三
年
(
一
八
八
九
)
同
志
を
糾
合
し
て
株
式
組
織
の
会
社
と
な
し
:
:
:
現
に
年
二
割
の
配
当
を
継
続
し
て
い
る
:
:
:
@
」
状
態
で
あ
っ

た。
「
下
野
新
聞
」
で
は
、

「
明
治
一
七
年
(
一
八
八
七
)
三
月
影
山
禎
太
郎
氏
単
独
の
事
業
と
し
て
創
設
せ
ら
れ
、
初
め
は
社
業
徴
徴
と

し
て
振
わ
ず
、
二
二
・
三
年
の
交
よ
り
収
支
漸
く
相
償
う
を
得
、
二
七
・
八
年
(
一
八
九
四
・
五
)
に
至
り
て
相
当
の
収
益
を
み
る
に
至
れ

り
o

こ
の
時
あ
た
か
も
県
下
五
十
余
の
銀
行
並
に
十
数
会
社
の
重
役
諸
氏
お
よ
び
富
豪
地
主
ら
よ
り
交
渉
あ
り
。
三
五
年
(
一
九
O
七
)

八
月
株
主
組
織
の
会
社
と
な
し
@
」
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
時
期
的
な
ち
が
い
は
あ
っ
て
も
、
資
金
調
達
の
必
要
性
か
ら
、
地
方
新
聞
で
は
か
な
り
非
個
人
的
経
営
の
社
が
あ
っ
た

の
は
、
新
聞
産
業
の
企
業
化
傾
向
と
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

明治末期における新聞産業

ま
た
、
会
社
組
織
化
の
他
の
事
例
と
し
て
は
、

の
よ
う
に
新
聞
社
の
合
同
の
場
合
や
、

「
北
海
タ
イ
ム
ス
⑦
」

「
北
越
新
報
@
」

ー「

L 、

ば
ら
ぎ
」
の
よ
う
に
政
党
機
関
紙
か
ら
の
脱
却
の
場
合
@
も
あ
る
。

印
刷
設
備
の
充
実
、
支
局
の
開
設
、
電
話
設
置
な
ど
が
資
金
の
必
要
性
を
生
み
だ
し
、
そ
れ
が
会
社
組
織
と
な
る
一
方
、
広
域
経
営
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
明
治
末
期
の
新
聞
産
業
の
姿
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
前
記
「
下
野
新
聞
」
は
同
一
資
本
系
統
と
し
て
、
足
利
に
お
い
て
「
両
野
新
聞
」
を
明
治
四
三
年
頃
ま
で
経
営
し
て
い
た
⑮
。
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福
岡
の
「
九
州
日
報
」
が
明
治
四
五
年
(
一
九
二
一
)
に
「
佐
賀
毎
日
新
聞
」
を
創
刊
し
、
同
じ
福
岡
の
「
福
岡
日
日
新
聞
」
は
明
治
四

O
年
(
一
九
O
七
)
創
刊
さ
れ
た
「
佐
賀
日
日
新
聞
」
を
同
四
四
年
(
一
九
一
一
)
買
収
し
て
お
り
@
、

同
回
二
年
(
一
九
O
九
)
に
は
「
熊
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本
日
日
新
聞
」
を
創
刊
す
る
⑫
な
ど
九
州
北
部
に
進
出
し
て
い
た
。

逆
に
熊
本
の
「
九
州
日
日
新
聞
」
は
福
岡
県
久
留
米
の
「
筑
後
新
聞
」
を
明
治
四
二
年
(
一
九
O
九
)
に
経
営
を
始
め
た
が
、

そ
の

「
筑
後
新
聞
」
は
長
崎
県
島
原
に
は
、
付
録
を
印
刷
配
布
し
て
い
た
⑬
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
佐
賀
新
聞
」
は
佐
世
保
軍
港
を
市
場
に
明

治
三
二
年
(
一
八
九
九

)
1明
治
四

O
年
(
一
九
O
七
)

「
佐
世
保
新
聞
」
を
発
行
し
て
い
た
⑬
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

九
州
北
部
で
は
以
上
の
よ
う
に
対
立
競
争
が
は
げ
し
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

B 

輪
転
機
の
普
及

新
聞
産
業
は
、
印
刷
を
通
し
て
の
紙
面
作
製
が
重
要
な
部
分
を
し
め
て
い
る
が
、
印
刷
技
術
の
発
達
は
大
量
高
速
生
産
を
招
く
。
そ
れ

は
輪
転
機
の
使
用
に
よ
っ
て
で
企
業
的
経
営
的
発
展
を
み
る
の
で
あ
る
。

わ
が
国
で
、
輪
転
機
を
最
初
に
採
用
し
た
の
は
、

「
大
阪
朝
日
新
聞
」
が
明
治
二
三
年
(
一
八
九
O
)
か
ら
で
、
明
治
末
期
に
お
け
る

輪
転
機
使
用
地
は
、
第
2
図
の
通
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
期
に
あ
っ
て
、
東
京
一
七
社
中
実
に
一
六
社
が
輪
転
機
を
採
用
し
て
お
り
、

大
阪
で
は
四
社
と
も
輪
転
機
を
採
用
し
て
い
た
⑬
O

中
央
新
聞
は
印
刷
面
で
の
近
代
化
を
進
め
て
い
た
の
が
わ
か
る
。

地
方
新
聞
で
は
、
明
治
三
四
年
(
一
九
O
一)

コ
侶
岡
日
日
新
聞
」
が
採
用
し
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
@
o

新
聞
産
業
の
企
業
化
の
地
方

惨
透
に
つ
れ
て
、
明
治
四
五
年
(
一
九
二
一
)
に
は
こ
二
発
行
地
三
一
社
で
輪
転
機
に
よ
る
新
聞
印
刷
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ

た。
二
二
発
行
地
の
中
、
横
浜
市
・
新
潟
市
・
神
戸
市
、
岡
山
市
・
福
岡
市
・
熊
本
市
で
は
そ
れ
ぞ
れ
対
立
競
争
関
係
の
二
社
で
輪
転
機
を

所
有
し
て
い
た
。
さ
ら
に
名
古
屋
市
で
は
四
社
が
輪
転
機
の
所
有
を
み
て
い
た
。
こ
の
所
有
状
態
か
ら
当
時
の
新
聞
産
業
の
都
市
聞
の
勢



力
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
福
岡
市
と
熊
本
市
の
桔
抗
関
係
は
、
前
述
の
経
営
の
広
域
化
と
も
関
連
し
て
興
味
深

い
も
の
が
あ
る
。

さ
て
、
輪
転
機
の
分
布
を
み
る
と
、
九
州
地
方
・
中
部
地
方
に
多
く
、

つ
ぎ
が
北
海
道
・
関
東
地
方
・
中
園
地
方
の
グ
ル
ー
プ
、
近
畿

地
方
・
東
北
地
方
・
四
園
地
方
で
の
所
有
は
少
な
い
。

C 

建
頁
の
地
域
差

明
治
末
期
の
新
聞
産
業
の
企
業
化
傾
向
は
、
紙
面
構
成
で
は
報
道
・
文
芸
の
拡
大
と
広
告
の
積
極
的
掲
載
を
招
い
た
の
で
あ
っ
た
。
掲

載
内
容
の
増
大
は
必
然
的
に
建
頁
の
増
加
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
頁
数
の
地
域
差
を
み
る
こ
と
む
よ
っ
て
、
近
代
化
の
動
向
を
捉
え
る

こ
と
に
し
た
。

」
の
期
の
最
大
頁
数
を
有
し
た
の
は
、

「
時
事
新
聞
」
の
平
常
日
一
一
一
頁
、
日
曜
一
六
頁
で
あ
っ
た
。
大
阪
で
は
「
毎
日
」

「
朝
日
」

と
も
に
一

O
頁
で
あ
っ
た
⑮
o

こ
れ
に
比
し
て
、
地
方
新
聞
の
方
は
、
四
頁
が
大
多
数
を
し
め
て
お
り
、

八
頁
を
最
高
と
し
六
頁
ま
で
で

明治末期における新聞産業

二
O
発
行
地
中
、

四
頁
の
地
が
八
一
、

八
頁
の
地
が
一

O
、
六
頁
の
地
が
一

あ
っ
た
。
第
3
図
は
そ
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

九
で
あ
っ
た
。

八
頁
の
地
は
、
小
樽
市
と
札
幌
市
と
で
の
「
小
樽
新
聞
」
と
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
と
の
競
争
や
、
福
岡
市
・
門
司
市
・
熊
本
市
に
お
け

(
以
上
福
岡
発
行
)
、

る
「
福
岡
日
日
新
聞
」

「
門
司
新
報
」

(
門
司
発
行
)

「
九
州
日
日
新
聞
」

「
九
州
実
業
新

「
九
州
日
報
」

聞
L-

(
以
上
熊
本
発
行
)
な
ど
の
角
逐
関
係
の
と
こ
ろ
に
八
頁
建
が
み
ら
れ
た
の
も
企
業
化
・
近
代
化
の
現
象
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

203 

同
一
発
行
地
で
の
対
立
紙
聞
の
建
頁
の
画
一
も
、
近
代
化
・
企
業
化
現
象
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
地
域
を
あ
げ
れ
ば
、
新
潟
市
の

六
頁
建
(
「
新
潟
東
北
日
報
」
と
「
新
潟
新
聞
」
)
、
金
沢
市
の
六
頁
建
(
「
北
国
新
報
」

「
北
陸
新
聞
」

「
石
川
新
聞
」
)
、
名
古
屋
市
の
六
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頁
建
(
「
新
愛
知
一
「
名
古

屋
新
聞
」

「
名
古
屋
東
海

新
聞
」

「
扶
桑
新
聞
」
の

建頁と無休刊(1907'"'-'1912)

四
紙
)
、
京
都
市
の
八
頁

建
(
「
京
都
新
聞
」
「
京
華

日
報
」
)
、
神
戸
市
の
八
頁

建
(
「
神
戸
新
聞
」
「
神
戸

又
神
日
報
」
)
、
姫
路
市
の

六
頁
建
(
「
鷺
域
新
聞
」

「
姫
陽
新
聞
」
)
、
岡
山
市

第3図

の
八
頁
建
(
「
中
国
民
報
」

「
山
陽
新
報
」
)
、
広
島
市

の
六
頁
建
(
「
中
国
新
聞
」

「
芸
備
日
日
新
聞
」
)
、
高

知
市
の
六
頁
建
(
「
高
知

の
関
係
は
明
瞭
に
は
で
て
こ
な
い
が
、
こ
こ
に
も
都
市
的
性
格
な
い
し
は
都
市
的
勢
力
が
よ
み
と
れ
る
。

「
土
陽
新
聞
」
)
な
ど
、
漠
然
と
し
て
は
い
る
が
、
輪
転
機
普
及
と
建
頁
と
の
関
係
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

経
営
組
織
と

新
聞
」



全
体
的
に
い
え
ば
、
西
南
日
本
で
の
建
頁
は
多
く
、
東
北
日
本
で
の
建
頁
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
新
聞
産
業
の
地
域
的
差

が
み
ら
れ
る
o

D 

無
休
刊
の
実
施

明
治
末
期
に
お
け
る
新
聞
産
業
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
会
社
組
織
、
輪
転
機
の
採
用
、
建
頁
の
増
加
な
ど
を
通
し
て
近
代
化
の
方
向
へ
向

い
つ
つ
あ
っ
た
が
、
掲
載
記
事
も
論
調
性
か
ら
報
道
性
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
@
o

報
道
性
は
無
休
刊
の
実
施
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
が
、

そ
の
無
休
刊
実
施
地
を
示
し
た
の
が
第
3
図
で
あ
る
o

資
料
で
は
、

日
刊
と
無
休
刊
の
記
載
が
あ
っ
た
の
で
確
実
な
無
休
刊
を
掲
げ
た
。

分
布
を
み
る
と
、
東
北
日
本
に
多
く
、
西
南
日
本
に
無
休
刊
が
少
な
く
、
建
頁
の
場
合
と
は
反
対
の
現
象
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
無
休
刊
に
つ
い
て
も
、
地
域
間
で
の
同
一
現
象
や
異
な
っ
た
新
聞
社
聞
で
の
同
一
現
象
が
み
ら
れ
る
o

例
え
ば
、
新
潟
県
で
の
新

潟
市
と
長
岡
市
、
長
野
県
で
の
長
野
市
・
松
本
市
・
上
田
・
飯
田
で
の
同
一
現
象
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、
金
沢
市
・
長
野
市
・
仙
台
市
・

明治末期における新聞産業

秋
田
市
・
松
本
市
・
津
市
・
佐
賀
市
な
ど
で
は
、
所
在
新
聞
社
が
同
一
に
無
休
刊
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
無
休
刊
は
、

日
曜
祭
日
の

翌
日
休
刊
が
一
般
的
で
あ
っ
た
@
o

こ
の
期
に
あ
っ
て
、
無
休
刊
を
実
施
し
た
点
で
一
応
先
進
地
域
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
新
聞
産
業
の
近
代
化
地
域
差
を
捉
え
る
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、
資
料
の
不
備
も
多
く
、
正
確
に
は
い
え
な
い
が
、
や
は
り
、
当

時
の
都
市
的
性
格
な
い
し
は
都
市
的
勢
力
と
関
連
が
深
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

3主
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②①  

小
山
栄
三

山
本
文
雄

比
較
新
聞
学
一
九
五
一
有
斐
閣
一
四
九
頁

日
本
新
開
発
達
史
一
九
四
四
伊
藤
書
広
一
三
一
七
頁
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@@⑬⑬⑪⑬⑬⑬⑬⑫ O ⑬⑤⑥⑦①⑤@①  

光
永
真
三
新
聞
名
鑑
(
明
治
四
二
年
版
)
一
九
O
九
日
本
電
報
通
信
社

高
知
新
聞
社
高
知
新
聞
五

O
年
史
一
九
五
回
高
知
新
聞
社
七
七
頁

②
に
同
じ
二
四
一
頁

②
に
同
じ
二
二
二
頁

@
に
同
じ
コ
二
九
頁
明
治
三
四
年
に
北
海
道
毎
日
新
聞
・
北
門
新
報
・
北
海
時
事
の
三
社
合
同

@
に
同
じ
二
三
四
頁
明
治
四
O
年
に
越
佐
新
聞
と
長
岡
日
報
の
合
併
。

①
に
同
じ
一
二
六
頁

③
に
同
じ
二
二
五
頁

明
治
文
化
資
料
叢
書
第
二
一
巻
一
九
六
O

風
間
書
一
房
一
一
一
一
一
八

l
二
二
九
頁

⑪
に
同
じ
二
二
四

l
二
二
五
頁

日
本
新
聞
協
会
地
方
別
日
本
新
聞
史
一
九
六
一
日
本
新
聞
協
会
四
六
三
頁

⑬
に
同
じ
四
四
九
頁

②
に
同
じ
七

O
I七
三
頁

西
日
本
新
聞
社
西
日
本
新
聞
社
史
一
九
五
一
西
日
本
新
聞
社
九
三
頁

小
野
秀
雄
日
本
新
開
発
達
史
一
九
一
一
一
一
大
阪
毎
日
東
京
日
日
新
聞
社

@
に
同
じ
七

o
t七
三
頁

@
お
よ
び
⑬
に
よ
る

市
村
芳
香
新
聞
販
売
史

③
の
資
料
に
も
と
ぞ
つ
い
た

七

O
t七
三
頁

四
六

t
三
四
七
一
良

一
九
五

O

新
聞
情
報
社

一
九
五
頁
、
二
六
五

t
二
六
九
頁

明
治
篇

四
、
む
す
び

旦
露
戦
争
後
、
興
隆
期
に
入
っ
た
新
聞
産
業
の
地
域
的
展
開
の
様
相
に
つ
い
て
、

明
治
四

O
年
か
ら
同
四
五
年
の
地
方
新
聞
を
中
心
に



と
ら
え
た
。

そ
の
結
果
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

A 

二
五
三
地
方
新
聞
が
、

一一

O
の
発
行
地
で
発
行
さ
れ
て
お
り
、
中
部
地
方
と
近
畿
地
方
に
多
か
っ
た
。

B 

発
行
地
の
都
市
的
性
格
が
、
新
聞
産
業
に
関
連
し
、
県
庁
所
在
城
下
町
な
ど
歴
史
的
都
市
の
人
口
集
積
地
で
の
発
行
と
と
も
に
、

新
興
の
寧
事
都
市
・
産
業
都
市
で
も
新
聞
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。

C 

発
行
地
の
位
置
も
し
く
は
配
列
は
、
藩
政
地
域
と
県
政
地
域
と
の
関
連
、

お
よ
び
中
央
新
聞
の
発
行
地
大
阪
・
東
京
と
の
関
連
が

あ
る
。
D 

人
口
・
面
積
と
新
聞
産
業
と
の
関
連
は
、

基
底
に
お
い
て
問
題
と
な
る
か
、

他
の
要
因

必
ず
し
も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、

(
例
え
ば
前
項
C
の
よ
う
な
歴
史
的
交
通
的
要
因
)
が
関
連
す
る
場
合
も
あ
る
。

E 

経
営
形
態
で
は
、
資
本
蓄
積
の
高
い
地
域
で
は
個
人
経
営
が
多
く
、

四
国
・
中
部
・
東
北
な
ど
の
経
済
発
展
の
速
度
の
遅
か
っ
た

明治末期における新聞産業

地
域
で
は
法
人
組
織
が
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
o

F 

さ
ら
に
地
方
新
聞
が
、
他
県
に
進
出
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
紙
的
傾
向
を
お
び
始
め
て
き
た
。

G 

近
接
都
市
聞
で
の
競
争
、
同
一
都
市
で
の
新
聞
社
聞
で
の
競
争
が
、
輪
転
機
の
所
有
や
建
頁
な
ど
の
面
で
始
ま
っ
て
お
り
、
新
聞

産
業
の
企
業
化
期
に
入
っ
て
い
た
。

以
上
よ
う
な
概
括
的
把
握
に
止
ま
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
今
後
、
新
聞
産
業
の
地
理
学
的
研
究
の
課
題
と
し
て
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
考

207 

慮
す
る
必
要
が
あ
る
o

A 

資
料
の
選
択
と
吟
味
|
限
定
さ
れ
た
資
料
か
ら
の
事
実
把
握
の
困
難
性
の
打
破
。
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B 

事
実
の
判
定
i
個
別
的
な
の
か
一
般
的
な
の
か
の
判
定
が
困
難
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
新
聞
産
業
で
は
、
相
互
競
争
が
激
し

く
、
競
争
が
同
一
現
象
を
生
む
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
本
研
究
で
の
建
頁
・
輪
転
機
所
有
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

C 

定
量
的
把
握
が
困
難
な
の
を
ど
う
補
足
す
る
か
|
統
計
の
不
足
や
不
備
が
問
題
に
な
る
。
そ
れ
を
定
性
的
に
ど
の
よ
う
に
補
う
か

が
課
題
と
な
る
。

D 

特
に
こ
の
研
究
で
の
不
備
な
点
と
し
て
、

一
頁
の
収
容
字
数
か
ら
の
近
代
化
の
把
握
が
あ
げ
ら
れ
る
。




